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「割合を使って」（6年）の授業実践研究
山野定寿串

－要約

児童が「割合ができない。Jといわれて久しい。全国学力・学習状況調査の結果を見ても、改善の兆

しはまだ見えない。割合ができないまま進級した6年生が全体を自分で1とみなし、問題解決してい

く『割合を使ってJは、非常に困難な課題の1つである。

筆者はこの困難な「割合を使って」を指導するに当たり、事前調査を行い児童の実態をつかみ、指

導計画の見直しを行った。また、全体を1と見ることについては、部分の割合を先に求めてから、全，

体を1と見ていることに気づかせるようにした。

その結果、同時に水を入れたり、 2人が向かい合って歩いたりする場合の割合問題は、多くの児童l
が解けるようになるとともに、全体を1と見ることのよさに気づくことができた。

キーワード： 割合 全国学力学習状況調査

1 はじめに

児童が「割合ができない。Jといわれて久しい。

全国学力・学習状況調査の結果を見ても、改善の

兆しはまだ見えない。本論文では、この割合につ

いて、実践への提言を試みることにする。

啓林館教科書（2015）には『考えを広げよう、深

めようj というコラムがいくつもある。例えば、

6年生では、速さの単元が終わった後に、ある道

のりを両側から 2人が向かい合って歩く場合、出

会うまでに要する時聞を求める問題、先に歩いて

基準量（1とみる量）

イ たくやさんははじめ 15分間歩き、その後走

って駅まで行きました。走った時聞は何分でし

たか。

この問題には先の例のように速さもなければ道

のりも出てこない。多くの児童は、イはこのまま

では解けないと判断する。時聞が分かるから、速

さか道のりが必要と考えてしまうのである。既習

の異穫の量の割合である『速さ×時間＝道のりJ

の知識がこの割合を用いる問題解決に逆向きの不

干渉を起こしてしまうのである。

出発した人を自転車で追いかける場合、追いつく その上、先の例題では、歩いていたたくやさん

のに要する時間を求める問題などがある。 2人を が途中から走り出すのである。ほとんど経験がな

ベープサートなど用い動かし、 1分ごとの2人の

距離の和や差を表で整理し、その表からきまりを

見つけ問題を動的に解くのである。

そして、 3学期には『割合を使って」というコ

ラムが出てくる。そのコラムの最初の例題は以下

の通りである。

たくやさんは、家から駅まで行くのに、歩けぽ

20分、走れば8分かかります。

ア 1分間に歩く道のりは、家から駅までのどれ

だけにあたりますか。また、走るときはどうで

すか。

＊真庭市立北房小学校

い問題に多くの児童が困ってしまうのである。

2 授業の構想とその工夫点について

(1）児童の実態をつかむ事前調査
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単元が始まる前に児童の実態を知るために調査

を行った（図 1）。事前調査の結果は、 19人の児童

の内、解けそうと答えた児童は1人で、解けない

と答えた児童は 18人、その理由は「速さが分から

ない」 10人「道のりが分からなし、」 12人「遅さが

分からなし、J1人（重複回答可）であった。

ぉfi\g(L2主を急いでためます．お湯の鑓ロだけで渇を入れると15~企ゆか
ります．水の鰐口ぽ！？で氷を入れると10分かかります．でi5:るだけ皐く
風呂をい弓>left可ζするには何分おればいいでしょう？

0 f解付そうでないjと患った人は．他伝どんなことが分かればよVか脅さまLょう．

図2 調査問題（流量）

また、同じ条件の速度と流量の割合（図 2）を

比較すると、速さの割合は解けないけど流量の割

合は解けそうと答えた児童が2名いた。

(2）導入は同時に水を入れる流量の問題

教科書では、移動の速さと液の溜まる速さ（流

量）の割合が扱われる。先にも述べたように「速

さ×時間＝道のり」の知識が全部の道のりを 1と

見て問題を解決する邪魔をしてしまう負の干渉が

起こると考えられる。

また、現実に近い図表現を考えると、速さの場

合、時間も道のりも線分で2量の区別がつけにく

い。流量なら時間は線分、液量は面積で表現でき

2量の区別がつき、液量全部を 1と見ることの抵

抗が少ないと考えられる。

そこで、流量の割合問題で導入し、まず1分間

の水量の割合をおさえ、全部を 1と見ること。次

に移動の速さの割合でこの考えを使い、道のり全

体を 1と見て自力で解決できるようにすることを

考えた。

教科書には、例題のように割合が途中で変わる

したがって、既習との関係から、児童にとって

分かりやすいのは後者と判断し、流量で以下の問

題を設定した（表1）。

表1 流量を用いた導入課題

白血呂に水を急いでた綜す．お湯＠蛇口定悦還を.Atlると百
分かかります．水命題ロE甘で水を入れると10分かか探す．でき
るだ開く畠Eをめ語いにする回冊分おれはし＼L＼乱ょう？

(3）図で全部を1と見ることを丁寧に押さえる

「1分間に溜まる湯や水は、お風呂のどれだけ

にあたりますか。Jという問いで児童は1/15や1/10

になることを比較的容易に見つけることができる。

しカミし、 こ

の場合、風呂

全部を 1と見

ているという

前提に気づい

ている児童は

意外に少ない。

そこで、図

3のように 1

分間あたりの

割合を間い、

水槽図（面積

図）や線分図

に時間で等分

図3 1分間に入る水量と距離割したという証

拠の線を目測で入れさせる。 1分間あたりの割合

を求めた後振り返りをさせ、全部が 1であること

をまず意識させる。

次に、移動の速さで先に道のりを 1と見ること

をおさえ、 1分間に動く道のりが全体を 1と見た

時の割合であることを考えさせてし、く。全体を 1

と見たときの部分の割合であることを大切にする。

また水槽図（面積図）や線分図などの図表現が、

問題と下記のように割合のたし算の問題がある。 この問題の解決を容易にするので、大切にしたい。

先の例でいえば、前者は、残った道のりや残っ 以上の授業の流れ 表2 指導計画

た道のりを時間で割ることを求められない児童が を整理する（表2）。－

非常に多く、児童にとって困難な問題である。

1 /20×15 = 15 / 20 (3/4) 

1 -15 / 20(3/4) = 5 / 20(1/4) （困難）

5 / 20(1/4）÷1/8=2 （非常に困難）

流量で用いた単

位の考え方を拡張

的に速度の問題に

発展させる計画な
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のである。

(4）アニメーションで映像化を図る

広岡(1975）「ブルーナー研究」の文を引用する。

教材を構造的に提供した後に指導上重視すべきことは、

豊かな映像の形成をはかり、早急な言語化を差し控えるこ

とである。というのは、車感弛奥義忠嘉島県賎態胞であり、

まβ渇農民悲意翼~だからである。映像は、その諸要素を

のに役

立つであろう。（下線引用者）

と述べ、直感的な思考力の形成における映像化の

重要性を主張する。

また、杉岡（2002）も数学教育の立場から、直感

的に理解における図形化の重要性を訴えている。

図形化とは思考手段としての事象を図に表現する

ことである。図形的表現が全体と部分の関係が一

目で分かる点において強力な思考手段になり、特

に式での操作が駆使できない小学校段階において

その指導の重要性を指摘し、特に数量の内容は常

に図に表して考えるよう促すことを主張する。

映像化に当たって、具体物が用意できればそれ

に越したことはない。しかし、できない場合は、

図4のような具体物の代わりになる映像化の助け

になるものが児童の理解を助ける。

筆者はpo明erpointのアニメーションを用い、児

童にイメージを持たせるように工夫している。例

えば、ここで扱う流量の場合は、水槽図（面積図）

が現実に近く、児童は容易に理解できる。

叩ト 即 b ・ただこのスラ
イドについては

使い方に工夫が

いる。問題をで

きるだけ捉えや

すくするために

園4 水槽図 使うなら問題文を

読みながら、できない児童に見せるなら自力解決

の途中に、確認のためなら自力解決の後にといっ

た具合に使うタイミングが重要である。

また、スクリーンショットの機能を用いて、ヒ

ントカードを作り、必要な児童には与えるように

している。

3 捜業の実際

この授業は、 2019年1月にH小学校6年2組、

児童数 19名と筆者が行った授業である。

(1）授業のめあてづくり

脚明 3入 鶴間当時I.¥16 
~ 

・i品ろ＠金銭＠体績が分かればも札、03人】

・I分間で回世け氷が入るか分割1ばいい
(5人｝

・ふろの深さが分かればい1.¥(1人｝

図5 調査問題の結果（流量）

左の事前調査の結果のスライドを示しながら（図

5）、以下の導入を行った。

T 多くの人がふろの体積や1分間に入る水が分

からないから解けないと考えました。でも、実

は、この問題、解けます。

Cn ええ、どうやって解ぐん？

T じゃあ、それを今日のめあてにしよう。

｜めあて 解く方法を考えよう I 
(2）解決の見通しを持たせる

T この問題で1分間でどれだけ水が入るかは？

Cn bからなbi. I 1分間lζ入る量は、それぞ－
T でも、 1分間でこ 1#1るお•＃？

のお風呂のどれだけ

入るか分からないか

な？

Cn わかる。

右スライド（図 6)

を見せながら尋ね、ワ

ークに線を入れ考える

ように指示した。

T どれだけ？

c 揚は1/15だと思
います。湯は15分

で一杯になるんだ

から、 1分は15個

に分けた 1つだ

から。水は1/10・..。

賛成意見を数人言わ 図71分間で入る量2

せ、上のスライドを見せ（図7）、ベアーで分かつ
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ているかどうか確認させた。

T 湯は1/15、水は1/10だけど、これって満タンを

いぐっとみて

1/15と1/10な

の？講タンは

いくつかな

あ？

c Iです。 15 
個と 10倍に分

げたから1/15が 図8 黒板で説明する児童

日鱈で1, 1/10が10個で1です。 t極的
c これ｛スライド）を数えると15悟で、 15/15 
で1で、こっちち10八0で1です。

満タンの全部を 1と見ていることを確認した。

(3）自分で解いて、説明しよう

T でさ'37C＇‘げ手ぐ陣く風易をいっぱいにするには

風呂をいっぱい

にするには？

C 湯と水を一緒

に入れる（図9）。

児童に自力で解

かせ、個別に机間

指導をした。 図9 課題の提示1

そして、全員の場で解き方を説明させた（図 10）。

c 早く入れるには
湯と水を同時に入

れると 1分間で1/
15十1/10 で1/6入

ります。分母が時

間になっているか

ら6jゲλ吉、と，Eいよ吉 図10スライドで説明する児童

す。

C 湯と氷をいっしょにれるとたし算で、 1分で1/

E、2分で2／も、 3分で3/6... 6分でも／もで1にな

るから、 6分です。

T これって計算でできんかな？

C 割り算でできると患います。満タンの全部が1

だから、 1／もがいくつあるかだから、害jり算で

1÷1／もで6分です。

図11 板書

が1でなければ使えない、ということで、左の割

り算が一番良いと言うことになった。

(4）解く方法を振り返りまとめる

めあてに戻り、解く手順を整理した（図 12）。

T じゃあ方法を－_ff_整理してみよう。まず？
Cn 1分間でどれだ

け入るか。

T でもs 1/15という

のは、全部をいく

つと克たときだっ

たっけ？

c 全部を 1と晃た
とき。

c ν1 0も全部を1と
見たとき 1/10です。

図12 解き方の整理

T 全部をIと見ると1/15やυ10なんだね。だか
ら、これが1番で良い ？ (Cnいい。）そして、

1分間でどれだけ入るかが2番。次iこ？

c 同時に1分間でどれだけ入るか。仕 3番）
C 最後に割り算で、満タンの1にする。

(5）解く方法を使う

調査では流量より、児童がもっと解けないと思

っていた速度の割合問題を提示した（図 13）。

A君！ま学絞かs家訟で織るの！ζ15分かかり~す．お母官んが•＆s等敏
E震で＃）；くと10分かかります.2人は約策して、S時にそれぞれ渉後と設を
出発しました．何分後iζ2人捻出会うζとがて寸告ますか？

A 

必也正三
と＠隠語ほζ＠ままで露。ると患いますtJ.?

酎そう 1人

... 
信砂そうで飢、 18人

・湿のりが分かれば02人｝
．分Illが分かればれ白人｝
・I分闘で溜00がどれだけ績むか

込占4
板書の下（図 11）のように、児童からは3通り 園13 課題の提示2

のヲヲ訟が出てきたが、誌令い、板書ピヤの数えるすヲ Cn おんなじじゃがあ。解けるわあ。

法は面倒くさい。右の分母が時聞というのは分子 T ifiのIJ16若~16分から／しのんで？｛むnできる）
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図14 児童がまとめた解き方の手JI頂

全部の道のりを1と見ること、 1分間で進む道

のりを割合で表すことなど、すぐに流量と同じで

あることに児童は気づき、問題を手順にそって解

T まず？

C 全部の道のりを1とします。位次に？｝

c 1分罵でお母さんはI/I0、A君は1/15進みま
す。 （T 次に同時に進むんだから）

c 1/10と1/15を合わせて、 1分で1/6進みます。
(T 最後に？｝

c I÷1/6をして、 6分です。
(6）授業のふり返りを書く

最後にふり返りとして、この時間で分かつたこ

とを書かせた（図 16）。児童が書いたものを3つ

紹介する。
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きはじめた。 図16 児童のまとめ

図14は児童のノートである。普段から問題が解 ＊「思ったJは『分かつたJと思われる。

けたら、他の解き方はないか、解き方の説明を書 3人の児童はお風呂の容積や道のりが問題解決

くか、周りの友達を教えるよう言っている。

問題の解き方をベアーで発表し合い、解けてい

るかどうか｜何分後に2人は出会うことができますか？
を確かめ合

わせ、さら

にスライド

ショー（図

15）を見せ

ながら全員

で確認した。

長日 鋤遭のり
を1伊
一一「

ト寸＿＿， I 

裕欄 I 

？分間

図15 確認のスライドショー

に必要で、このままでは問題は解けないと考えて

いた児童である。

しかし、この授業で、風呂の容積や道のり全体

を1と見ることで、 1分間あたりの容積や道のり

が割合で表現でき、問題が解けることを理解した

のである。

(7）本時の板害

図17が、本時の授業の板書である。めあての横

の矢印の先に書いてあるのが、本時のまとめにあ

たるポイントである。 2点を特に強調した。
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事前調査の結果、全部

の水の体積や道のりが分

からないので問題は解け

ないと答えた児童は、隣

のクラスの児童を含める

と、 39名中体積23名（13）、

道のり 20名（12）もいた。（括

蜘筆者のクラス）

分からない全部の水の

体積や道のりを 1と見て

解く割合の考え方は、児

童にとって新鮮なもので

図17 本時の板書 あったことが、児童のまと

解く方法の手順は、板書の左側にまとめているが、 めからも読み取れる。

中央の方がわかりやすかったと反省している。 これらの実態や結果からも、「速さ×時間＝道の

り」の知識がこの割合を用いて問題解決すること

4 授業の省察 の抵抗になると思われる。新しい見方や考え方を

( 1 ）同時に水を入れる流量問題で導入したこと 見つけさせる授業では、既習事項が抵抗になるこ

この授業では、特に風自の体積や道のりなど① ともあるので、児童の実態に合わせ、どんな題材

三合併を1c Jl,-5ごと、 1分間あたりいくら溜まっ から導入していくか指導計画や指導内容を考える
たか、執いたかが②全体を1と見るといくらにな 必要があるヒ思btlゐ。

-5;0~、という割合を用いて問題を解くことを閉じ (3）どのようにして1と見させるか

1時間に水を入れる流量問題から指導した。 授業では表2指導計画で示したとおり、部分の

第2時に 1の例題で紹介した歩きから走りに変 割合を求めてから、全体を 1と見ていることに気

わる問題を解かせた。道のり全体を 1と見て、 1 づかせるようにした。

分間で歩くのがI／目、走るのが1/8であることは全 新しい学習指導要領では、 4年生から簡単な場

員が抵抗はなくできた。しかし、それでも自力解 合の割合が出てくるが、変化させる前を 1と見て、

決に至らなかった児童が4名いた。 その変化後がいくつになるかを考えさせる内容に

① 15分歩ぐ道のりの割合のJ/20Xl5の立式できな なっている。山野（2016）は 1と見ることを体験的

かったJ'l重 2:$ に理解させるために割合望遠鏡を用いる実践を行

②走Q道のりの割合1-15/20ができなかった児童 ってきた。 6年生の割合を見ても、 1と見ること

1 ：$、 は大切である。どのように基準量を 1と見させる

③走る道のりの時間1/4÷J／もの立式できなかった か、犠々なち訟を喪っていきたい。
児童4名で、あった（鵠MJ。

改めて問題の困難さが分かつた。 （引用及び参考文献）

この結果からも、同時に水を入れる流量問題か 広岡亮蔵「ブルーナー研究」明治図書 p.p.127・128

らの指導は、まだよかったのではないかと思われ

る。もしこれに

④道のり全体を1と見ること

⑤1分間で歩くのがJ／問、走るのが1/8であること

が加わると、ほとんどできなかったと思われる。

(2）指導計画や内容を実態に合わせ見直すこと

1975 

杉岡司馬「「学び方・考え方Jをめざす算数指導j

東洋館出版社p.135 2002 

山野定寿 「30%引きの、さらに 10%引きは、 40

%引き？J数学教室 12月号国土社 p.p.20・25

2016 （令和元年9月30日受理）
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